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包丁の切'It 味に聞t ＆研允（第/n.）声if r｀A.しにi ＆包丁の刃fu の糾命にっいて

大秦女大東玖　○is)村ゐヵ■ 3-

a 本女･大家琉　　竹やi る｝

　a 自tj　包丁の切'1( 味に関寸i一連り岡允の中で，刃九の真ﾄ今にっ・･z 検討しft . t なわ

ち, 教権の刃形り包了，こ-7 I･7 便用逢り刃九の厚札, 欠韻h-よび. i ’）研r 皇し才と　. 切

･＼L味･）持暁･こついXしらべ,正しい研5' 方右見出すことさ本研尤の回的とした・

　方汰　包了it．両刃<r, 今Tjと筑切包7 れ　i だ. ･十刃で゛<i;i 刃包了i用いた。同一枝殖

の芭了を. 発属顕覧鏡によ'I 写奏竃希り行い, 便坏］前の刃九の状態.o ･J ぼ等しいものを抜

本ずつ. i '】り･゛心選び出し実験用としf-こ。こ,]し等の包丁についT 便m 慢｡り恥而状態, , 刃も

の冊<^状, 刃貳ft , 刃厚，包丁it なと〕こっいt測定し比較をしt- . tリ･] r- * ，T it。同一種

雖のa了数本:.- i r-。　i 'V r .|i支暖肩を選びえ左用い. まn政りおり4i fa i 垂直にtil ■)J

ろレ食ゐi 切酢しrこ。I のin it] 同数と. 刃たの郎位の支形, 摩耗. 欠!l などをしらべh

。更に- の使m 後の包丁t 11いて。戸り々り専門家といわ･? る人, 戎は一般の研r゛才の裁

未3人ri といr-休tlレ　良・研*リ吋こと老,わ，μる状咎,i 再現しt-.. -iしt , こ’）状||.の刃九

ft , 71厚r{ どtしらベコえI- 之等を用い#1 述のt7] 町左縁遠とし(･-

　舶果　個んによ'} . 切,iいいと畝ず5 也の切断ig 政|リL 齢認めら市f-. 再It. 欠損によ

る月5- 1.しのオ;i は, 禰んμよ　') か'i >) '<’ラ■vキがあ-, t-。包了の所T さtして示さ･K 7

いたオ-;友を用いT 研いf-. 鳴合と,いわゆi 研3）専門家といわ･H i人の研いだiのとi ,

μy -t-'I 1こ左が見£？lit ね.

　裸つ乙.包T の祠J' 岑)--っいr , ～つかり問蓮見t 指fSiレ正，い･祠r 方i 死血し, 龍

包す^.

A－103　柘に

　目的　日.本ヽ^<A統的だ木製康奉./鮒r疾ヤド呻ヽ・食0 嫁4剌フマ八衣硲ｸヽ次
芽K^湊・､ら療^消レi-yあ恥　ト、レ、眼和範聯

奏

紳ヽ日糾Å　リｌ洛呂便　マ

れい･孔織物をヽ竹挑ﾀ＼'陶汰・れ躇ヽ'it齢T稼々ﾉfえられろフリ）うう（特有的冴

‰
i

vいみれぼヽ外伝専権･触か耐か叫なれ;べ諾無心挙げらIKか　一才､軽量ゴバ由れ
　レて脊剌む沸騰i^あろ<7)7-ぼ/?べ燧ノえられ乱漸々IT挑皿脊匙修K邸ゼl もら、形
状け支払い朗轍､つぺ剰特吠仰ぐ
ヤダも　㈱研専叫湘椀ノ蜘絆営糾科娑食料%. 刈哺み叶町佐邱絨糾

[ I　ん心　これら掛

琵に討

紬腕:･iﾅ拓t本^'i^科娑責触刈哺恥肺回ぺ鵬酬柳

lべ粁卜/｜川崎舶坪かヽ卿和初和便　? にいであか
･ ㈲孝' P"泉･ 恚釦屎マ､・糾尿及び''ir枠組細子吋剣レ

･T沢のり洋古汰'?-刺史レ九叩ちヽ水予び台上･べ静置レR柁・上
7,桃球確剃t 列ペヰレμ重々^ｸﾞ｀ヲム炊７表わし、手島和順柵

匹手政. 脱≪争匙蜘T 沢のり洋古汰’?-刺史レ九叩ち、水予び台上･べ静置レＲ柁ｓ上
縁をす浪下ず回洙バ、桃球確剃t 列ペヰレμ重々^ｸﾞ｀ヲム炊７表わし、手島わ順柵

ｋしたこ・ヤ床八トリ、誓o,槐以フリT^手島吏（涯八、僥^上縁厨リ/-ir湊下号で
私丁薪･<し靫場喬の争凍( 妹:八州や心前定レK .

　絃畢ヽ上記･^乍私卜て得八脊糾､り豺則値し '＼如相叫知紅求亦帚是ﾉり脊
恥考奉レ仄糖果バ縦りit I重■-≪:･高台兼･個㈲峠紗蔡めら紅九岡瀋ベオレマ高拾

菰･鵬容積’草-?げ相昭㈲希べ脈めら政八八ヽ口枇･^-i:口T吋兪回ケ芹めった・
如して、垠O'今泰Ｅ水＼肴し玄珊冷糾り^法八、リヽ幻冷乖酉呼襄坏拓




